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1. 研究の背景 

 本論では，地震大国である日本において災害発生時に

人々が抱く不安のうち，「家族との連絡手段の確保」と「避

難袋の備蓄・管理」の 2点に着目し,これらの課題に対す

る解決策として筆者が開発した装置「無事を知らせるロ

ーリングストック」を提案する。本装置は，災害時の安否

確認と備蓄品の有効管理を同時に実現することを目的と

して設計されたものである。本稿では，装置の開発に至る

までの課題設定・データ収集・分析のプロセスを概観し，

さらにデバイスのプログラミングや運用方法を具体的に

示す。最終的に，地域に根ざした震災対策としての実用性

と持続可能性について検討を行い，今後の防災活動への

応用可能性を論じる。 

2. 問題の所在 

 本稿では，高校生57人を対象に，災害時の不安要素で

ある「家族との連絡手段の確保」について，アンケート調

査を行った（図 1）。 
 

 
図 １ 災害時に家族との連絡手段(作者制作) 

 

 調査結果によると，「連絡手段を決めている」人数が全

体の35％，また，「災害用伝言ダイヤルの使い方を知って

いる」と答えた人が 25%であった。以上から，災害時の家

族との連絡手段を決めていない人が多く，災害時の連絡

手段が知られていないということが分かった。 

 
図 ２ 防災バックの常備率(SA/n=10,000)(1) 

 

この図は，サントリー食品インターナショナル株式会社

の「10 代〜60 代の男女に聞く、防災バックの実態調査」

の結果である。日本地図は，地域ごとの避難袋の常備率を

表している。そして，１番割合の高い中部地方を赤色，1

番割合の少ない九州・沖縄地方を青色としている。 

 

 
図 ３ 防災バッグの点検頻度(SA/n=10,000)(1) 

 

 「避難袋の備蓄・管理」については，(図２)より避難袋

を用意していない人が 66.5％いる。そして，図３より備

蓄している人の中でも定期的に避難袋を点検している割

合が 13.4％しかいない。このことから，災害時に避難袋

を持って逃げたとしても中身が使用する事ができない可

能性がある。 

 そこで本研究では，このような震災時に起こりうる課

題を解決するための「デバイス開発」をプログラミングす

ることにより，その運用方法を具体的に示していく。 

3. 無事を知らせるローリングストック 

 「無事を知らせるローリングストック」は，株式会社ス

クーミー(2)の制作したプログラミング環境とセンサーを

用いて作成した。スクーミーは小学生や専門的な知識を

知らない人でも簡単にプログラミングを作成することの



できるブロックエディターを用いている。 

 「無事を知らせるローリングストック」は，災害時の

安否確認と備蓄品の有効管理を同時に実現することを目

的として設計されたものである。 

 
図 4 装置の全体図 

 

 災害時の安否確認を行うための仕様は，図4のように

避難袋に紐付きのクリップを取り付けクリップでスイッ

チセンサーを挟み，クリップが外れ，センサーにかかる

力がなくなることで避難が開始されたという通知が送信

されるというものである。元々は，センサーに３Dプリ

ンターを用いてカバーを作りその上に避難袋を置くこと

を仮定していたが，センサーに加わる力が大きすぎると

センサーが壊れてしまう恐れがあるためクリップで挟む

ことにした。図5のブロックを用いたプログラミング

は，災害時の安否確認の仕組みを組んだものになってい

る。 

 
図 5 災害時の安否確認の際のプログラミング 

 

 次に備蓄品の有効管理の仕組みについて説明する。備

蓄品は，消費期限や使用可能かを管理するために月に一

回点検を促す通知を送る。この通知は繰り返し送られて

しまうためループ解除用のスイッチセンサーを押すこと

で通知のループが解除され，次の月に通知が送られてく

るようにセットすることができる。この機能は，消費期限

が近い非常食を食べ，新しいものを買い足すというロー

リングストックを促す役割をしている。そして，この通知

が届くことで装置が正常に作動しているのかを知ること

ができる。ローリングストックを促す通知が届き，避難袋

を点検する場合は，袋につけている茄子鐶を袋から外す

ことで避難開始通知を送信しない仕組みになっている。

また，点検を促す際にスプレッドシートも送る。図 6 が

実際のものとなっている。 

 
図 6 スプレッドシート 

 

 このスプレッドシートは，消費期限，在庫ともに問題が

なければ「十分」，消費期限が切れている場合は「再購入

が必要」，そして在庫がないのであれば「なし」と表示さ

れるようになっている。現段階では，スプレッドシートに

手動で入力する必要がある。図 7 がローリングストック

を促す通知を送るためのプログラミングになっている。 

 
図 7 備蓄品の管理を促す通知を送るプログラミング 

 

4. 防災活動への応用 

 無事を知らせるローリングストックは，センサーをク

リップで挟んでいるため小さい子供でも簡単に装置を使

用することができ，避難袋の中身の重さと袋の大きさを

個人に合わせることで速やかな避難をすることができる。

そして，避難袋を箱に入れ，箱を壁などの固定しておくこ

とで震災が起きた際の揺れで装置が作動してしまうのを

防ぐことができる。この装置は，電気が通っていれば使え

る。また，この装置の解説をしているサイトを作っておく

ことで，装置にエラーが出てしまった場合に専門知識が

なくても自分自身で治すことができる。 

 

5. 今後の展望 

 本研究を執筆していく中で今後の課題が３つ生まれた。

１つ目は，備蓄品を管理する際のスプレッドシートを入

力方法が手動になってしまっているので専用のアプリを

開発する。アプリには，バーコードや消費期限を画像から

読み込むことのできる仕組みと消費期限の７日前になる

と通知が送信されるような仕組みもつけたい。２つ目は，

速やかな避難を促すための音声を流す機能を追加すると



いうことだ。この機能をつける理由は，年齢に問わず震度

の大きい地震が起こった際は，パニックになってしまい

適切な判断ができない可能性があるから避難を呼びかけ

る音声は必要になってくる。3つ目は，電気が止まってし

まった時に Wi-fi が使えなくなってしまう可能性がある

ということだ。Wi-fiが使えなくなってしまった場合この

装置は作動しない。そのため，モバイル通信でも送れるよ

うに設定しなければならないが，現在は１つにのみ接続

可能なため改良する必要がある。 
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